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シダの魅力



今日は

ＡＭ：シダの話

•シダのいろいろ

•シダはどんな植物か

•長野県にどんなシダがあるか

•似た種類の区別点など

お昼後 ちょっと野外で

ＰＭ：シダを見る（標本）



シダの魅力って？
• 花はないが葉の形や色に特徴

• 対称性・シンメトリー（葉の切れ込みの繰り
返し）

• くるくる巻いてでるさま

• なにか太古をおもわせる



シダ園・ファーンガーデン

• 庭にシダを育てて楽しむ

• 京都の庭園など

• 東大小石川植物園

• 国立科学博物館・つくば実験植物園

• 森林総研多摩森林科学館（高尾） 東大小石川植物園

新潟県立植物園



シダのいろいろ

ワラビ

ゼンマイクサソテツ
（コゴミ）



イワヒバ

ミズニラ

ヒカゲノカズラ

スギナ



リュウビンタイ

ヒカゲヘゴ

「日本の野生植物シダ」より

シダは恐竜を
連想させる？



コケシノブの仲間
（葉は１層の細胞層でできている・気孔がない）

ホソバコケシノブ（約５～６cm） ウチワゴケ（約１cm）



ウラジロ
（成長の仕方が面白い）

ヒメワラビ



主な科のシダ 「信州のシダ」より



シダの利用

•山菜として

ワラビ

ゼンマイ

コゴミ

ツクシ ヘゴ

•薬や化粧の材料とし
て

綿馬根：オシダの根茎：条虫駆除

石松子：ヒカゲノカズラの胞子：
丸薬や薬にまぜたり、化粧にま
ぜた

•観賞用・園芸資材として

つりしのぶ

鉢植えなど アジアンツム、

オスムンダ、ヘゴの茎

•しめ飾りとして

ウラジロ



シダ植物の位置

• 陸上植物

コケ植物（蘚類、苔類、ツノゴケ類）

シダ植物（ヒカゲノカズラ類、トクサ類、シダ類）

（シダ種子植物-----化石で知られている）

種子植物

裸子植物

被子植物 双子葉植物（離弁花類、合弁花類）

単子葉植物



シダ植物とはどんな植物？

•陸上植物

•維管束植物で、胞子で繁殖する

•大型で独立生活する胞子体（無性世代）と

小型で独立生活する配偶体（有性世代）とが

世代交代を繰り返す。

シダ類 と シダの仲間
Fern and Fern Allies

シダ植物
Pteridophyta

種類数：日本産約630種
世界で約１万２千種

最近は シダ類 と ヒカゲノカズラ類

Fern and Lycophyta



世界のシダ 種類数

「日本産シダ植物標準図鑑」より

日本：630種



シダの生活史

「日本の野生植物シダ」より

前葉体ｎ

無性世代

有性世代

配偶体ｎ
（前葉体）

胞子体２ｎ

胞子体２ｎ



シダの前葉体と幼植物体

栄村小滝地区
2018.11.5



コケの生活史

「日本の野生植物コケ」より

スギゴケ
配偶体ｎ

胞子体２ｎ

コケ植物：胞子体が配偶体に寄生する
シダ植物：胞子体と配偶体が独立する
種子植物：胞子体の中に配偶体が寄生した形

コケ植物とは
胞子で繁殖し、維管束をもたない陸上植物で、
配偶体が優勢となる（半数体植物）。

セン類、タイ類、ツノゴケ類は系統が異なる

配偶体ｎ

胞子体２ｎ

胞子囊（朔）



現生のシダ植物には、
４つの分類群（系統群）が認められる

•小葉類 ヒカゲノカズラ類 イワヒバ類

•シダ類（大葉類） ワラビなど

• 裸茎類（無葉類） マツバラン類

• 有節類 トクサ類
マツバラン

トクサ

ヒカゲノカズラ

イワヒバ

ワラビ

トウゲシバ



地球の誕生と生命の歴史
•地球の誕生：

約４６億年前
宇宙のガスと塵から生まれた。

地球は海におおわれ、海底火山の爆
発、大気は二酸化炭素で満ちあふれて
いた

•生命の誕生：

約３８億年前、３５億年前に
は光合成を行うシアノバクテリアが生まれ
た。

ＮＨＫ「生命40億年はるかな旅」より

シダの出現は

古生代シルル紀中期
約４億年前

新生代

中生代

古生代

恐竜絶滅

約４５億年前、月の誕生 約２０億年前の地球
水の惑星 生命の星
地球 Googleより

ＮＨＫ「生命40億年はるかな旅」より

シダ・裸子植物
が繁栄

鱗木・蘆木の
大森林

：大量絶滅

被子植物



古生代 シルル紀の植物

「生物の進化大図鑑」より

クックソニア

植物の上陸



デボン紀の植物

「生物の進化大図鑑」より

アステロキシロン リニア類



石炭紀の植物

「生物の進化大図鑑」より 「生物の進化大図鑑」より

レピドデンドロン

シネラリア

カラミテス

メデュローサ（シダ種子類）

リンボク（鱗木）

ロボク（蘆木）



中生代（ジュラ・白亜紀） の
植物

テンプスキア
（シダ）

ギンクゴ

ウイリアムソニア（裸子）

「生物の進化大図鑑」より

キカデオイデア

現生種は、イチョウ１種しかない
Ginkgo biloba L.



森林と恐竜

ＮＨＫ「生命40億年はるかな旅」よりジュラ紀

白亜紀（被子植物が見られる）

ブラキオザウルスの仲間

ティラノサウルス

カモノハシ恐竜



植物の多様性の歴史

•菌類・藻類の時代
•陸上植物の出現
（数億年前の最初の陸上植物は、緑藻：車軸藻類
の仲間とされている）
シダ植物、シダ種子植物、
前裸子植物

•裸子植物の出現
イチョウ類、ソテツ類、針葉樹類（球果類）、

グネツム類（マオウ、ウェルウィッチアなど）

•被子植物の出現
現代は被子植物の時代

「多様性の植物学」より

現生の陸上植物の種数； 約２７万種
コケ植物 ２万種

シダ植物 １万２千種
裸子植物 ７００種
被子植物 ２３万種



植物の系統
古生代 中生代 新生代

リンボク

ロボク

シダ類

シダ植物

裸子植物

被子植物

小葉類

４億年前 ２億年前 １億年前 「多様性の植物学」より

陸上植物

多胞子囊植物

センカンブリア代



シダの分類形質

•葉の形や色、切れ込み方

•鱗片（スケール）

•胞子のう群（ソーラス）

•胞子（形、表面模様、色）

•根茎の形態（直立、斜上、はう）など



葉のつくり

「日本の野生植物シダ」より

葉身

葉柄

羽片（うへん）

裂片（れっぺん）



葉身の切れ込み（羽状分岐）

「日本の野生植物シダ」より

単葉 複葉



葉の起源

「日本の野生植物シダ」より

小葉

大葉



鱗片と胞子のう群の形

「日本の野生植物シダ」より

鱗片 毛



胞子

• 無性生殖細胞で、同形胞子性と異形胞子
性のものがある（種子植物はすべて異形胞
子性）。異形胞子をもつのは、イワヒバ科、
ミズニラ科など。

• 胞子は発芽して、配偶体（前葉体）になる。

• 葉緑素をもつもの---ゼンマイ科、コケシノブ
科など



胞子のできかた

「シダ植物の胞子」より

64個：有性生殖種 32個：無配生殖種



胞子のいろいろ
二面体型（１稜型） 四面体型（３稜型）

「中国蕨類植物胞子形態」より



胞子と分類
（ヒカゲノカズラ科）

ヒカゲノカズラ・スギカズラの類
Lycopodium

トウゲシバ・ヒメスギランの類
Huperzia

スギラン・ナンカクランの類
Phlegmariurus

大塚1977



胞子の発芽～前葉体

「植物の採集と観察」より



長野県にどんなシダがあるか

• 人里のシダ

• 山地や渓谷のシダ

• 高原や湿地のシダ

• 高山や亜高山のシダ

• 暖地のシダ



人里のシダ

オクマワラビ クマワラビ

イヌワラビ ノキシノブ



山地や渓谷のシダ

クジャクシダ ジュウモンジシダ

イヌガンソク イワデンダ



高原や湿地のシダ

ヤマドリゼンマイ

ニッコウシダ

オオバショリマ

ヤチスギラン



高山や亜高山のシダ

ミヤマメシダ

タカネシダ

ヤマソテツ

アオチャセンシダ



暖地のシダ

ウラジロ キヨスミヒメワラビ

ベニシダオニカナワラビ



シダの芽立ち



長野県のシダ植物フロラの特徴

⚫ 冷温帯性のシダで特徴づけられるが、暖温帯性の
シダも多く、種類数が多い。

⚫ 大陸と共通するシダで、南アルプス周辺のみに分
布するシダ：ヤシャイノデ、ウロコノキシノブ、
センジョウデンダ、トヨグチウラボシ。

⚫ 長野県に準特産するシダ：アズミノナライシダ、
ホソバハクモウイノデ、（トヨグチウラボシ）。
帰化種アメリカシラネワラビと在来種オクマワラビの雑種カツモ
ウシラネワラビ。



日本では、長野県だけに
あるシダ（トヨグチウラボシ）



長野県以外には、ほとんど
知られていないシダ

ヤシャイノデ

センジョウデンダ

ウロコノキシノブ



長野県準特産のシダ

アズミノナライシダ
（シノブカグマ×ホソバナライシダ）

ホソバハクモウイノデ
（ホソバシケシダ×ハクモウイノデ）



シダには雑種が多い

⚫ 長野県のシダ325種類のうち、56雑種ある。

⚫ 特に、オシダ科、イワデンダ科、チャセンシダ科
に多い。

⚫ 雑種は、形態が両種の中間的になり、胞子ができ
ないか、胞子の形や大きさが不ぞろい。

⚫ 根茎がはうものでは、よくふえる。



アパラチアのチャセンシダ属の多型

「日本の野生植物シダ」より



チャセンシダ属雑種の親となる種

クモノスシダ

イワトラノオ トラノオシダ

コバノヒノキシダ



クモノスシダを片親とする雑種

クモノスシダ × イワトラノオ

クモノスシダ ×
コバノヒノキシダ

クモノスシダ ×
トラノオシダ

クモノスシダ



長野県のシダを調べる

⚫フロラ調査（種類調べ）
家のまわりのシダ、○○山のシダ、上田市のシダ

標本を作る（採集地、採集者、年月日、生育環境）

⚫胞子を観察する

⚫温暖化指標として、分布の変遷を調べる



長野県におけるベニシダの分布

ベニシダ（暖温帯性シダ）



ベニシダの分布図
県植物誌（1997） 大塚（2001）



県北部でも分布拡大している暖温帯性シダ

アイアスカイノデ

イワガネソウ イワヒメワラビ

ヤワラシダ



長野県の植物相と絶滅危惧種

⚫ 長野県には2868種150亜種609変種、1亜変種、
602品種、312雑種他計約4548種類ある（県植
物目録2017）。

⚫ 外来種は621種類（県外来植物目録2018）

⚫ 絶滅のおそれのある植物は、759種類（県版ﾚｯﾄﾞ
ﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ）

⚫ ⅠＡ類280、ⅠＢ類224、Ⅱ類136、準絶滅119

⚫ 長野県では約25％が絶滅の危険がある

⚫ 日本産の植物（維管束植物）は約6000種類



長野県のシダ植物相と絶滅危惧種

⚫ 長野県には２４６種２３変種、5６雑種の計約
325種類のシダがあり、維管束植物の約１割

⚫ 絶滅のおそれのあるシダ植物は、7２種類

⚫ ⅠＡ類２３、ⅠＢ類３７、Ⅱ類９、準絶滅３

⚫ 長野県ではシダ全体の約2２％が絶滅の危険がある

⚫ 日本産のシダ植物は約6３0種類


